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	令和7年度　とうきょうスクワクプログラム
	活動レポート　月かげ幼稚園

	みんな違っていて 面白い！
	振り返り・保育者の気づき
	かなり大きなテーマではあったが、“世界”という大きな枠の中でイメージしたり、本物に触れたり、遊びにしたりとさまざまな方向な展開したことで、子どもたちの中に自然と浸透していった。生活の中にも結びつくようになり、自発的に気になった国の言葉を調べたり、国旗を覚えたりしていた。発展の方向性を決めすぎず、まずは子どもたちが何に対して楽しさを感じているのかを見極めることの大切さを感じた。1年という長い期間で取り組んできたことで、“クラスのらしさ”にも繋がっていったと思う。このスクワクを通して、知る楽しさや違いを楽しむ気持ちが育ったことだろう。この取り組みがきっかけの一つとなり、これからも“なぜ？”を見つける視点と思考を伸ばしていって欲しい。


